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安政江戸地震の被害図と震度分布図�

　図1は江戸御府内（旧15区）の範囲の大名屋敷、旗本屋敷、
町地のそれぞれの被害箇所を色別に示したもの、図2は現代の地
形図に安政江戸地震（1855）の震度分布を表したものである。�
　図2は、地表に現れた被害から一定の基準によって揺れの大き
さを判定し，等震度線を結ぶことによって震央を求めるなど、

地震のメカニズムを知るために作られたものである。近代的測

量機器による計測ができない時代の地震は、歴史資料を活用し

て、被害分布に基づいて震度分布図が作成される。�

　図1は、被害の広がりを把握するために、歴史資料の記述をそ
のまま地図に落としたもので、いわば、図2の元となる性格の図
である。いわば、同じ資料に基づいて、地震を地面の上（図1）
と地面の下（図2）で捉えたものである。眼に見えない地中の奥

を文字資料を媒介に記号化する作業では、文字資料の限界と可

能性をいやというほど味あわさせられる。目的が異なると、図

の表現が異なる典型的な事例である。�
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図1 安政江戸地震の被害図�
（江戸東京博物館作成の基図利用）�

図2 安政江戸地震の震度分布図�
（中村  操作成）�
（国立歴史民俗博物館編『ドキュメ�
ント災害史1703―2003』2003年，�
44頁）�
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